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＜白書の構成＞ 
第１章 広島市の状況 

 １ 市の概要 

 ２ 市の人口（推移・構成） 

 ３ 市の財政（概要・借金・基金） 

 ４ 市の経済 

 

第２章 ハコモノ資産総論 

１ ハコモノ資産の数・延床面積 

 ２ ハコモノ資産（建物）の建築状況 

３ ハコモノ資産（建物）の更新費用（推計） 

第３章 ハコモノ資産各論 

 ※ 用途別に28の掲載単位を設定し、施設の概要、

整備状況、施設数、設置根拠、施設規模、築年

数、主なサービス、主な諸室、施設利用料、利

用状況及びコスト状況を掲載 

 

＜参考（資料編）＞ 

 １ ハコモノ資産一覧表 

 ２ ハコモノ資産と同一の機能を有する民間設置

施設 
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ハコモノ資産の数・延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハコモノ資産（建物）の建築状況 

 

 

 

 

 

 

ハコモノ資産（建物）の更新費用（推計） 
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広 島 市 ハ コモノ 白 書 の概 要 

●借金 

 平成 24 年度の市債残高は 

1 兆 590 億円。平成元年度

の 3,478 億円から約 3倍に

増加。 
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●現在の人口は118万 2千人。

今後は平成 27 年の 118 万 8

千人をピークに、平成 52年

には 109 万 3 千人に緩やか

に減少する見込み。 

●現在の老年人口比率は

21.4％。今後は増加し続け

平成 52 年には 34.8％にな

る見込み。 

●歳出決算額 

・平成 24 年度の扶助費は

1,359 億円。平成元年度の

481 億円から約 2.8 倍に

増加。 

・平成 24 年度の普通建設事

業費は 842 億円。平成 5

年度の 2,241 億円から約

6割減少。 

第 1 章 広島市の状況 

●施設数は 3,258 施設 

 1 位 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

    1,431 施設 

 2 位 子育て・教育・青少年育成 

    447 施設 

●延床面積は 422 万 769 ㎡ 

 1 位 子育て・教育・青少年育成 

    163 万 5,334 ㎡ 

 2 位 住宅 

    100 万 9,642 ㎡ 

  

文化・教養

33施設

1.0%

コミュニティ

433施設

13.3%

スポーツ・レク

リエーション

1,431施設

43.9%

子育て・教育・

青少年育成

447施設

13.7%

福祉

17施設

0.5%

病院等

5施設

0.2%

住宅

237施設

7.3%

交通

144施設

4.4%

火葬場・墓地

32施設

1.0%

その他

479施設

文化・教養

19万8,401㎡

4.7%

コミュニティ

17万7,144㎡

4.2%

スポーツ・レク

リエーション

23万2,815㎡

5.5%

子育て・教育・

青少年育成

163万5,334㎡

38.8%

福祉

4万7,903㎡

1.1%

病院等

16万223㎡

3.8%

住宅

100万9,642㎡

23.9%

交通

6万2,128㎡

1.5%

火葬場・墓地

1万3,560㎡

0.3％

その他

68万3,619㎡

16.2%

●昭和 40年代～50 年代の 20 年間で全体の約 5割（222 万㎡）の建物が建築されており、平成 37年～

平成 56 年の 20年間に集中して耐用年数を迎える見込み。 

●築 30 年以上の建物が全体の 56.1％あり、近い将来、修繕に要する経費が急激に増加する見込み。 

 

●今後 40年間の更新費用の推計額は 1兆 8,981 億 9,000 万円。年平均は 474 億 5,000 万円。 

●現在のハコモノ資産の更新費用（271 億円）と比較すると年間 203 億 5,000 万円不足し、約 1.8 倍の

額の確保が必要。 

＜現在と将来の更新・大規模改修費用の比較＞ 

 
現在（Ａ） 将来（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ） 比率（Ｂ／Ａ） 

271 億円 474 億 5,000 万円 ▲203 億 5,000 万円 175.1％ 

 

 

第２章 ハコモノ資産総論 

20 年間で 5 割を建築 
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ハコモノ資産の施設一覧 

 

 

 

 

＜施設一覧＞ 

用途 掲載単位 施設数 施設 

文化・教養 1 
 

文化センター・ホール・ 
展示施設 

13 
 

区民文化センター、文化創造センター、広島国際会議場、
文化交流会館、中小企業会館、広島サンプラザ 

2 
 

博物館・美術館・資料館 
  

8 こども文化科学館、江波山気象館、交通科学館、健康科
学館、郷土資料館、広島城、現代美術館、広島平和記念
資料館 

3 図書館等 12 図書館、映像文化ライブラリー 

コ ミ ュ ニ
ティ 

4 公民館等 72 公民館、まちづくり市民交流プラザ 

5 集会所 297 集会所 

6 福祉センター等 15 福祉センター、社会福祉センター中広会館 

7 老人福祉センター・老人
いこいの家・老人集会所 

49 老人福祉センター、老人いこいの家、老人集会所 

スポーツ・ 
レ ク リ エ
ーション 
  
 

8 スポーツセンター等 17 スポーツセンター、屋内プール、体育館 

9 広域公園・運動公園・野
球場等 

31 広島広域公園、広島市民球場等、中央公園、運動公園等、
庭球場、運動広場、中央バレーボール場 

10 動物園・植物園等 
  

5 安佐動物公園、植物公園、森林公園、花みどり公園、 
大芝公園（交通ランド） 

11 観光・温泉施設 5 
 

湯来ロッジ、湯の山温泉館、湯来交流体験センター 
クアハウス湯の山、平和記念公園レストハウス 

12 公園・緑地 1,138 平和記念公園、街区公園等 

13 広場 235 
 

老人運動広場、ちびっこ広場、近隣運動広場、身近な運
動広場、スポーツ広場・ゲートボール場 

子育て・ 
教育・ 
青少年 
育成 

14 保育園 89 保育園 

15 幼稚園 22 幼稚園 

16 小・中・高等学校 215 小・中・高等学校、広島特別支援学校 

17 大学・専門学校 2 広島市立大学、看護専門学校 

18 児童館 108 児童館 

19 青少年施設 
 

6 
  

青少年センター、国際青年会館、勤労青少年ホーム、 
留学生会館 

20 青少年野外活動施設 5 少年自然の家、グリーンスポーツセンター、こども村、
青少年野外活動センター 

福祉 21 地域福祉センター 8 地域福祉センター 

22 障害者・障害児施設等 9 障害者デイサービスセンター、心身障害者福祉センタ
ー、皆賀園、こども療育センター、湯来福祉会館 

病院等 23 病院等 5 広島市民病院外４病院、健康管理・増進センター 

住宅 24 市営住宅 237 市営住宅・店舗・附設駐車場 

交通 25 駐車場 31 駐車場 

26 自転車等駐車場 113 自転車等駐車場、無料駐輪場 

火葬場・ 
墓地 

27 火葬場・納骨堂 6 火葬場、納骨堂 

28 墓地 26 墓地 

その他  － 479 庁舎、廃棄物処理施設、消防施設、倉庫等 

合  計 3,258  

   

 
 
施設の概要 

  ●各掲載単位を構成する施設の概要及び整備状況を掲載。 

   

（例） 

４ 公民館等 

＜概要＞ 

 施 設 概 要 

① 公民館 

 住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化

の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的に、実際生活に即

する教育、学術及び文化に関する各種の事業を実施しています。 

② 
まちづくり市民交流

プラザ 

 生涯学習及び市民活動を支援することにより市民の交流とま

ちづくりへの参画を促進することを目的に、生涯学習及び市民活

動に関する調査研究、情報の収集及び提供、講座の開催、交流・

活動の場の提供等を実施しています。 

 

   ・ 整備状況 

     公民館 71 施設とまちづくり市民交流プラザの延床面積の合計は 88,436 ㎡です。1 施設当たり 

の平均面積は 1,228 ㎡です。 

     また、平均築年数は 29 年です。延床面積の 43,257 ㎡（48.9％）が建築後 30 年を経過してい 

ます。 
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全体面積

88,436㎡

建築後

30年経過

43,257㎡

（48.9％）

●各論では市民に身近な施設について、「掲載単位」ごとに概要、整備状況、施設数、設置根拠、施設

規模、築年数、主なサービス、主な諸室、施設利用料、利用状況及びコスト状況を掲載。 

●施設一覧は、従来のような「条例等で定める施設の設置目的」ではなく、「実際にどのような用途に

使用されているか」に着目して分類。 

第３章 ハコモノ資産各論 

広 島 市 ハ コモノ 白 書 の概 要 

Ａ概要 

施設の設置目的や役割など 

Ｂ整備状況 

建物の建築年度ごとに延床面積をグラフ化。 

施設全体の延床面積、築 30 年以上の延床面積と割合を記載 



- 3 - 

 

 

 

施設の詳細 

  ●個々の施設について、施設数、設置根拠、施設規模、築年数、主なサービス、主な諸室、 

施設利用料、利用状況及びコスト状況を掲載。 

   （例） 

  ＜詳細＞ 

   ① 公民館 

施設数 71 施設 

中区 4 施設 

東区 7 施設 

南区 7 施設 

西区 9 施設 

安佐南区 10 施設 

安佐北区 10 施設 

安芸区 5 施設 

佐伯区 19 施設 

  ※ 概ね中学校区（佐伯区は湯来地区を除き 1 小学校区）ごとに設置 

設置根拠 広島市公民館条例 

施設規模 平均 1,163 ㎡（202 ㎡～2,396 ㎡） 

築年数 平均 29 年（0年～50 年） 

主なサービス 定期講座の開設、討論会・講習会・講演会・実習会・展示会等の開催、

図書・記録・模型・資料等の保有と利用、体育・レクリエーション等に

関する集会の開催など 

主な諸室 ホール、大集会室、研修室、会議室、実習室、和室、図書室、事務室等 

施設利用料 有料  例：ホール 4,510 円（※）／1時間 

      研修室 450 円／1 時間 など 

    ※ 公民館により料金は異なる。 

    

 

・ 利用状況 

公民館の過去 5 年間の年間利用者数の合計は次のとおりです。 

なお、平成 25 年 2 月に大塚公民館が開設しています。 

    

 

 

 

 

 

     ・ コスト状況 

       平成 24 年度において施設運営や施設維持にかかった経費は 23 億 3,938 万 4 千円（運営費 23 億 

2,927 万 7 千円、維持費 1,010 万 7 千円）で、1施設当たり 3,294 万 9 千円、1人当たり 511 円です。 

また、使用料等の収入は 1億 1,207 万 2 千円で、1施設当たり 157 万 8 千円、1人当たり 24 円です。 

使用料等だけでは施設を運営できないため、不足分は市が負担しています。 

区 分 合 計 1 施設当たり 1 人当たり 

運営・維持費 
（Ａ） 

23 億 3,938 万 4 千円 3,294 万 9 千円 511 円 

使用料等 
（Ｂ） 

1 億 1,207 万 2 千円 157 万 8 千円 24 円 

税負担額 
（Ｂ－Ａ） 

▲ 22 億 2,731 万 2 千円 ▲ 3,137 万 1 千円 ▲ 487 円 

 

      

 

 

1 人当たりのコスト内訳を図で表すと次のとおりです。支出に充てている財源の 95.3％が 

税負担となっています。 

全体：511 円／人 

 
 

[支出] 
運営費 509 円 

（99.6％） 
 

    

[財源]  
税負担額 487 円 

（95.3％） 

 

 

4,378,673

4,352,272

4,374,912

4,509,862

4,574,909

4,300,000

4,350,000

4,400,000

4,450,000

4,500,000

4,550,000

4,600,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

(人)

Ｃ施設数 

 施設の合計数と各区ごとの数。配置基準が

ある場合は※印で注釈を記載 

Ｇ主なサービス 

施設の果たしている役

割、実施している事業等 

Ｉ施設利用料 

利用の際に利用者が対価を払う場合は「有料」、払う必要がない

場合は「無料」。また、有料の場合は料金体系の一部を例示 

④使用料等 

施設の使用料収入、利用料金収入、

目的外使用料、実費徴収金、障害福

祉サービス等からの収入、診療報

酬、国等からの補助金等 

Ｊ利用状況 

平成 20 年度～24 年度の 5年間の施設の利用状況 

（年間利用者数、年間利用件数など） 

広 島 市 ハコモノ白 書 の概 要 

第３章 ハコモノ資産各論 

Ｄ設置根拠 

施設の設置根拠

となる条例、要綱

等 

②運営費 

施設の運営に要した 

人件費、物件費等 

 

Ｋコスト状況 

施設を運営・維持するに当たり必要となる

単年度のコストを記載 

③維持費 

施設の維持 

補修費 

⑤税負担額 

運営・維持費から使用料等

を差し引いた額（市の一般

財源で負担している額） 

①1人当たりのコスト 

「運営・維持費の合計」÷ 

「平成 24 年度年間利用者数」 

Ｅ施設規模 

施設の総延床面積の平均

（かっこ書で最小・最大

面積を記載） 

Ｆ築年数 

施設の平均築年数（かっ

こ書で最小・最大の築年

数を記載） 

Ｈ主な諸室 

施設内に設置されている 

部屋の種類や設備 

維持費 
2 円 

（0.4％） 

使用料等 
24 円 

（4.7％） 




